
11リ

羊毛害戯之蝕害と温度との関係

第 細

山 机 保 治

緒 言

従来衣服の手入れは､曲ニト史は土用lLと桐へT,選挙に行はれる習蝦となって居た,然るに,

夏季は三f三要毛織物喜最の繁卿キ期に常ること ､ゝ加ふるに､客気中に磁気を含むこと多きを以

て､寧ろ鰐曲のflT;･制停1LL.盤気ID乾燥せる冬季に行ふことが､造かに布放浪切なることは,

故早今Hに於ては､耽r:一般の課誠する魔であるO我が囲本州の如き乱酔地肌こ於ては､三に婁

毛織物宮島の殆ん掴 邑/1Tは､冬季は朝曲の状悪にて越年する｡之等の幼魚は初冬湿度の舵下

にともなひ､活動を中止.して冬眠の状態に入 り,瑠容温度の上卦に礎ひ､統動を開始して再び

触害を飴むるのである｡新の如 く冬挙動曲が的動を停lLする三になる要因は､温度の下降による

こと明らかであるO載って､之等洋品の防動停1卜.に到る限外温瞳を知ることは､賞品の蝕害像

防上､窮要研究事項の-であるJ特に本邦9)如き,尊宅製品及び之等原料の殆んど触べてな.

外囲よりの抽入に持たざるべからざる馴 こ於ては,此棟研究の必要なることはこ歌へて此隣に

驚言する患でもないO依って著者は之等奄織物常ぬ(Dうち,孜が削 こ於て最も東要親されて屠

るoLヒメカツヲブシムシ1と Lヒメマ )しかツヲブシムシ｢の幼轟を､伏試粗として､基活動仲

山 こ至る池度融 帖 んがために行ひたるが此研究であるし)

本文を草するに常りて､春川博士の憩切な/3助言を操謝Ll.1松尾諦匹L耶氏が製陶及び富農に

つきて､芥u久代氏が本研究調査に終曲助力せられたることに射し､共に深く謝意を来す｡,

賓 鹸 之 窮-

葦験期間 昭和十三年十月二十九[けさ至唱和十四年IJq月-▲H,計155口間O

供試良品 Lヒメカツヲブシムシ1Attage11uS1-iccusOlivicr･の幼晶虹齢期不明なるため,略ほ

同様の大さのものを選んで傭用せりしっ而して試験着手常口 (唱和十三年十月二十

九日)幼魚25匹の鰹長を測定せLに､最短は5･5い t)メ- トル1最長は 6.2Lt

t)メ- I.jLlで､準均5.91日 1)メー トJt･1あったと航
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供 試 布 臼無地Lこeス.)ン1略はlSLセニチメ- 1･ル1伽 こ切って用ゐ1=O

飼育容沖 Lぺ 卜1)シャーレ1鞘当を7Lセンチメ- トル1深さ3Lセンチメー ト)LIL,

飼 育 鼓 IqL･:大鹿軍部昆赦撃研究室内の､畷虜の設備なき､略は嘱嘉に起き共立をなせる霧

にて･行った0

3渦度L硫氏1 1摘灘 波L一週開巻自記渦度紬 こて記錬1D

弼宵観察之;F法､僻試射-.枚と､伏就幼爵卜.匹な､各--佃の溶掛 こ入れ､同株のもの25個を造

り佃 r=Tfl-A前九時より桶十二時迄の間に､動線rD鋸 馴犬況凝記錬 し､触害されたる供試射 ま五 日

[HIi:に之削陣桐穐-ると弛 こ､其際25匹の幼曲が五 ｢欄 に蝕苦したる面積を計許して､其合計

を記錬LナニO触'.E;耐翫十舘lD期;L-は､仮払ヒ))'目抜統3Lセンチノーl･)Ll角を､2D等介せるもの

･7111旺二利等せる蝕新 しを-として計牲したO準 位な原料とせる縦断こて､Lモスリン1より砕
きもの在村ること能はざ(_)しために､之を供拭布とLて用ゐ､蝕喜河積の計井には粕常困難を

感じたが､TP.兼得る限C)nT灘 に近からしむべ く努め.此方法によ()て､触晋Trli積の消長を大過

なく矧 ますことが出御 酎こと思ふ｡観察記鈍の概要及び脱皮と蝕仲 村積を封潤せる1鵬刺よ攻の

通 わであるO

賓 敏 之 第 二

審験期間 rl,Jj利十三年十月二十六日乃至丁即 日十川刑LL=]三日､計160日間O

供試昆糸 LじメマJLカツヲブシムシ1AntlulCnuSVCrVaSCiLilmaellS.幼曲L終齢1O

供 試 布 蜜駿第--に同じO

岡野幕僚 同O

倒 宵 境 間｡

汲賭し硫氏1同O

･飼育槻架の方法､供拭幼鹿の数.基仙総べて華敏第-と同様なれども,供試幼魚の うち一匹

は､昭和十三年十二月十口爽死せるナこめに､之よりJIl後の触軒桁横は24匹の合計であるO観察

記錐の甑要及び汎度と馳駕両横を封照せる曲紬は攻の如 くである｡



21

Lヒメカ ヅ ヲブ シ ム シ十幼鹿の蝕害面積と温度に関する記録
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Lt:メ マル カ ツ ヲブ シ ムシ1幼鹿の蝕等面積と瓶度に関する配線
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観 察 之 大 更

Lヒメカツヲブシムシ｢並びにLヒメマルカツヲブシムシ1の繭幼戯共に､池蛙の比鮫的高射't

描.供試布の周縁､中央の差別なく紬筈するが.渦舷甚だしく下降する峠は､布U))弼線鋸艦か

;i鼎 とするが､少数のものは布q)胴縁に居るL,耐して､Lじメカッブ/シムシ｢の幼蝕は,1仰)下

ムシ1幼魚の触 喜習性と多少IBを異にせる鹿でg)るL,繭幼慮二時に晩秋脱髄の11時に媒ひて､他

紙面積は吹動 こ減少して行き､Lヒメカツヲブシムシ｢の幼曲では,-AHの平均渦度諦氏10度以

llJとなるときは,殆んど静JL状態となって触富)if,停Ilこし.冬眠に入って越年し､越年した幼曲

は賀春-[llD準均汲舷梯氏11度以上となるや､ilf･び活動を開始して榔 t:を始め.池櫨rD上界に

ともなひて触野面糖の聴大することは,別紙のE購射こよって明らかに示されて居る-L,此既糠で

は Lヒメカツヲブシムシ1の幼曲が活動卸も触宮を停ILしたitJillは,昭和十三年十一月二十八

日tlrC･.懇替地欝を開始 した期日は､哨刑 場Iiに 月二十一日頃であった｡此期間は8油 を非
～,此期間rllに於ける最低温度は､昭和十脚 1ミ-･月二日の騎氏3.8度であったo

Lヒメマルカヅヲブシムシ1の幼曲に於ても､晩秋渦度の1.1埠にともなひ,蝕喜面積が攻第に

減少し行くことは､Lヒメカツヲブ シムシ1'D幼曲に放けると殆んと発く剛遣であるが｡Lヒメマ

ルカヅヲ-ブシムシ｢の幼最はLヒメカッブブシムシ｢の幼曲よl･)ら,偲渦に封する班抗力強く､

--▲ElrD準均漉舷略は掻氏4度以下とならざれば,蝕苦を像ILしないO従って活動停止･.の期間は

極めて短かく､此斑敏では,tI[=細 十四咋I-･月rILj日頃よG)同JJトAJ=11-三日唱までの,偶か1()日間

を数へらる にゝ過ぎなかった .而 して､春季に於ける蝕据相槌は､基滑箆が汎伎lD高低に1'三ti

せられて屠ることは､Il摘射こよって明らかに示されて屈･るが､基地害両横は秋季に於けるが如

く人ならす､極めて撒鹿であることは狂態すべき事密である0滴iして史 『昭和十11g牛三月二十

日に吏<),-･Hの車均粗度が備氏rD9,5度にド降せるとき､蝕涯は一･tt糾 Jll･.され､其健 緋々 l三三

月二十九日まで.計10El間蝕割 かl･.LLされたlDであったO此春賀と春季に招ける蝕晋面横が､

秋季に比較して極めて微塵であることに就きては､東に脚光の lA.報告致す考へであるO㌔

斯の如くLヒメカヅヲブシムシ1の幼轟は､冬季に於いて戒朋間休眠をなす如 く職察せらる

れども､Lヒメマルカツヲブシムシ1の幼魚は,Lヒメカヅヲブシムシ10)幼曲よ4.)も､偲池に

封する接抗力強く､殆んと冬眠と稀すべき時代を有せざるものと考案せらち のゝであるO
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結 論

以上記述せる配駿結恥 二礎へば,Lヒメかソアブシムシ1の幼曲は､冬眠のl糾 ℃包有する如く

考へられるがoLヒメマ ルカツヲブシムシ1,))幼曲は､塞都地方にJjeては､判然たる冬眠時代を

射せざるや うに考へられるO此綾取は昆赦Lk憩軌】二興味ある革斑なると共に､之等富曲の蝕喜

防JL上江恋すべき前妻なる-資料であると倍ずるのである,

Lじメカツヲブシムシ｢の幼曲は.-･[l(D準均脚 虹橋氏の略ほ10度以下になれば､拙劣を停止.

して榊 民のjrii憩に入るが.Lヒ} マ ルカツヲブシムシ1の動線は.--･日の榊 句脚 曳僻氏の略は､4

度以下になるまでは,触害を堰縛するのであるL,此榔 蜜停JHこ至る渦度は,尊宅基地燕似晶を

貯蔵する倉庫州 こ放ける､之等喜糸rj)触営利妨tL･.する限則 温度となるを以て､之等の峯鼻によ

る蝕港を党がれようとすれば､唖憩としては､倉庫内の粗度を常に硫氏の4度以下に保持する

櫨に努めなければならぬこと なゝるo但 し,厭モ酎TF･JO)見地よりすれば,f,(.)は考慮すべき関越の

存することは勿論であるo L終 り｢｡


